知識情報の社会的作用に関する基礎的研究 by 植木 哲也
知識情報の社会的作用に関する基礎的研究
著者 植木 哲也
号 2
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 学術(教情)博第157号
URL http://hdl.handle.net/10097/59756
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
研究科・専攻
学位論文題目
論文審査委員
うえ き てつ や
植木哲也
博士(学術)
学術(教情)博第 157 号
平成 24 年 3 月 27 日
学位規則第 4 条 1 項該当
東北大学大学院教育情報学教育部(博士課程後期 3 年の課程)
教育情報学専攻
知識情報の社会的作用に関する基礎的研究
(主査)
教授渡部信一 教授熊井正之
准教授中島 平
〈論文内容の要旨〉
「知識」は r.情報」の下位集合として理解可能である。知識は、真理とみなされた持ち主のい
る情報である。これに対して、情報一般は必ずしも真理とは限らないし、持ち主がいる必要もな
い。西洋の哲学的伝統において真理は対象との一致として理解され、知識はつねに対象との関係
において検討されてきた。しかし、この関係にもとづく知識の正当化ないし基礎づけの歴史は失
敗の歴史だった言える。知識の成立にはむしろ知識の持ち主としての主体ないし主観の働きが重
要である。
本研究では、知識を主体と主体との関係の中にとらえなおし、知識情報の社会的作用を検討す
る。
第 I 部「新しい知識観の提案」では、「普遍的真理」にかわる「個別的知識」の可能性を検討す
る。そのために、知識を対象との距離によってではなく、知識の持ち主である主体の社会的相互
関係の中に置きなおす。そこからは、「知識の社会的力」の存在が明らかになる。
第 1 章「客観的普遍性から主観的個別性へ」は、こうした視点の転換のための見取り図を提出
する。知識と対象との二項対立関係を議論の中心にすえた伝統的な合理主義的知識観からは、知
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識は単一で普遍的であるという結論が引き出される。さらに、単一で普遍的な知識が統一的人類
の幸福に役立つという考え方も生じる。しかし、実際には、知識の持ち主(主体)は多様であり、
それに応じたさまざまな見解を持ち、異なる利害関係のもとに置かれている。こうした多様性を
出発点にして知識をとらえなおすことで、知識をめぐる議論がどのように相貌を変えるかを概観
する。
続いて第 2 章「主観的で、多様な知識の可能性」では、伝統的視点によって否定された「多様な
知識」の観念の可能性を、具体的に検討する。そこではアフオーダンスをめぐる実験を手掛かり
に、単一の対象について、主体の多様性に応じて、多様な「真理J が成立する局面を探る。アフオー
ダンスに関する判断は、状況を的確にとらえた真なる認識であると同時に、主体の特異性を離れ
ては意味をなさない認識である。それは、客観的であるとともに主観的でもある知識と言えるの
である。しかし、こうした知識はこれまで正当な知識の領域から排除されてきた。
第 3 章「社会的現象としての知識J は、知識の正当性や真理の問題を、客体との関係としてで
はなく、主体と主体との関係として考察する。そこから得られるのは、「知識の社会的力」の観点、
である。主体はたんに知識を所有するだけでなく、所有を社会から認知されることで、はじめて
力を手にすることができる。さらに、知と無知の落差が社会的に生み出されることで、知識その
ものに備わった自然的力とは別に、社会的な力関係が生まれる。この落差の生成には、知識の拡
大と、知識の隠蔽との、二つのプロセスが存在する。この章では「社会的力」の観念と、これを
生み出す二つのプロセスを理論的に検討する。
第 E 部「事例研究 知識の隠蔽」では、この二つのプロセスのとくに後者(知識の隠蔽)に焦
点を絞り、知識の社会的力の存在と作用とを、歴史的事例を用いて具体的に検証する。取りあげ
るのは明治時代以降のアイヌ民族と和人とのかかわりである。北海道の「開拓」の進展の中で、
アイヌ民族の知識が隠蔽され、和人との問に知識の社会的力が作用していた事実を確認する。
第 4 章「アイヌ肖像権裁判に見る知識の社会的力」では、明治時代以降のアイヌ民族差別の一
端が、知識の社会的力の作用の一例であったことを確認する。アイヌ民族は明治時代以降、和人
たちから「無知無能の民」と呼ばれ、その発言を奪われてきた。これを補強してきたのが、和人
研究者によるアイヌ民族研究である。研究者たちもまた、アイヌ民族に対して大きな力をふるっ
てきた。しかし、研究者たちの力は、真理としての知識がもっ自然的力ではなく、人びとの認知
による社会的産物だった。このことを一つの裁判記録から明らかにする。
知識の所有者とみなされることで社会的力を獲得できるならば、反対にその認知を否定される
ことで、社会的な力を奪われることもある。第 5 章「アイヌ教育と開拓政策」では、知識が知識
と認められないことで生まれる状況を検討する。昭和初期、アイヌの人々の生活は困窮を極めて
いた。その原因はアイヌの「無知」にもとめられた。そのため和人行政当局も、またアイヌ「先
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駆者」たちも、アイヌ民族への教育の重要性を唱えた。人々は知識の「力」に期待をかけたので
ある。しかし、失われていたのは知識そのものではなく、存在する知識への認知だった。アイヌ
民族の「無力」は知識の欠如ではなく、知識の隠蔽による社会的な力の喪失た、ったのである。
最終章では、新しい観点から再び伝統的知識観を振りかえる。知識から社会性を分離し、対象
との関係によって「真理」を確立しようとする知識の基礎づけの作業が、それ自体ひとつの社会
的活動であることを確認する。そのうえで、「知識」が社会的観念であることを再確認し、この観
点から検討しなおすべき、今後の課題を瞥見する。
〈論文審査の結果の要旨〉
論文審査は、 1 月 22 日(日) 13 時から、主査・渡部信一教授、熊井正之教授、および中島平准
教授を審査員として実施された。最初に植木哲也氏本人から 20 分の本論文の内容に関しての説明
がなされ、その後、 30 分にわたり質疑応答が実施された。特に、予備審査で問題となった 3 点に
ついて、どのように修正・加筆されたかについて質疑応答が実施された。
本論文では矢口識」は「情報」の下位集合として理解可能としており、真理とみなされた持ち
主のいる情報であるとする。これに対して、「情報」一般は必ずしも真理とは限らないし、持ち主
がいる必要もないとする。西洋の哲学的伝統において真理は対象との一致として理解され、知識
はつねに対象との関係において検討されてきた。しかし本論文では、この関係にもとづく知識の
正当化ないし基礎づけの歴史は失敗た、ったとする。知識の成立にはむしろ知識の持ち主としての
主体ないし主観の働きが重要である、と本論文では主張している。その上で本論文では、知識を
主体と主体との関係の中にとらえなおし、知識情報の社会的作用を検討している。
1 月 7 日(士)に行われた予備審査では、誤字脱字や数カ所の不適切な表現の修正が求められ他、
「知識」と「情報」の関係をもっと詳しく説明すること、そして第 1 部の理論と第 2 部の事例研
究の関連をもっと詳しく解説することを求めた。本審査会では、この 3 点、が適切に修正・加筆さ
れていることを確認した。
本論文は、知識を主体と主体との関係の中にとらえ直し、新たな視点から知識の社会的作用を
明らかにしている点で大変高く評価できる。本論文で取り上げられた事例は 1 例に限られており、
今後複数の具体的事例における検証が必要ではあるが、現時点においても十分博士論文としての
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基準を超えているとの 3 審査員の一致した意見を得た。
よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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